チイキ ソザイ オ イカシ セイト ノ カンシン オ タカメ タンキュウスル チカラ オ ノバス ジュギョウズクリ by 鈴木  和紀
地域素材を生かし生徒の関心を高め探究する力をのばす授業づ、くり
学習開発コース(10220910) 鈴 木 和 紀
本研究の目的は， 生徒の社会的事象に対する関心を高め， 探究する力をのばす授業を構
想することである。 教職専門実習における授業実践では， 生徒は地域耕オに対し関心を示
したものの， 学習過程において思考が停滞する姿が見られた。 そこで授業実践について生
徒の学びの様子に注目するとともに先行研究及び実践から得られた知見を踏まえ， 授業を
構想した。
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1 問題の所在と方法
「身近な地域の歴史や具体的な事象の学習を
通して歴史に対する興味・関心を高め，様々な資
料を活用して壁史的事象を多面的・多角的に考察
し公正に判断するとともに適切に表現する能力と
態度を育てるJ，これは中学校学習指導要領の歴史
的分野で示されている目標のlつで、あるo 生徒が
身に付けるべき望ましい能力と態度を示したもの
であり， 歴史的事象について様々な観点から考察
していくことが求められていることがわかる。 し
かし， 歴史的事象について一面的に捉え， 暗記科
目であるという認識をもっ生徒の数は少なくない。
ベネッセ教育研究開発センター の調査(2006)
によれば， 社会科が好きであると答えた中学生の
割合は 41.1%と半数を下回っている。「社会科は
暗記科目であり， 覚えなければならないことが多
いJ，このような理由が一般的に嫌いな理由として
挙げられ， 特に歴史学習の際に耳にする。 中学校
の歴史学習では， 小学校時の歴史学習と比較する
とより通史的な学習であるといえる。 国家レベル
の政治や経済の動きが多く，遠く離れた地域での
出来事を扱うことも少なくない。 このことが生徒
に日常生活との聞に距離感を感じさせ， 生徒に暗
記科目であるという印象を強めているのでないだ
ろうか。 生徒が学習時にリアリティを感じること
のできる授業を行うためにはどのようにすればよ
いか考えたとき， 生徒たちが暮らす身近な地域の
歴史やイ云統、 文化などの地域素材に注目した。
地域素材は， 生徒にとって身近な地域の事象で、
あり， 関心を持って取り組みやすい老財寸であると
考えられる。 また，平成 20年の中学校学習指導要
領の改訂により中学校社会科では言語活動の充実
の観点から社会的事象の意味， 意義を解釈する学
習や， 事象の特色や事象聞の関連を説明する学習
などを通して， 社会的な見方や考え方を養うこと
が一層重視されたが， これらの学習は， 事象を分
析するとともに， 問題を発見し追究する学習過程
が必要である。 地域素材は事象をよりミクロに見
ることができるとともに， 概念探究の際に新たな
視点を示す教材にもなりえると考えた。
そこで， 本研究では筆者が教職専門実習におい
て実践した授業について生徒の学びの様子に注目
して振り返るとともに先行研究及び先行実践につ
いて検討し，得られた知見を基に考察する。また，
考察を通して明らかになったことを基に授業を構
想する。
2 実践と結果
( 1)中学校 2年生「国会開設の歩み」の授業実践
①授業の概要
本時の学習は，歴史的分野の内容( 5) I近代の日
本と世界」のウ「自由開雀運動， 大日本帝国憲法
の制定，日清・日露戦争，条約改正などを通して，
立憲制の国家が成立して議会政治が始まるととも
に我が国の国際的地位が向上したことを理解させ
る」を基に構成した単元であり， 山形市内のA中
学校第 2学年で授業実践を行った。 なお， 本時の
題材は「自由民権運動」である。 表 1 ①，②は
実践した授業の概要である。
表1ー①. 本時の目標
| ①自由民権運動について専制政恥の不満から国会 |
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の開設や憲法の制定が求められるようになったこと
を理解することができる。
②自由民権運動が一部の地域だけでなく全国的な広
まりを見せたことを知るとともに， 国会開設を求め
た理由について考察することができる。
表1-②. 本時の指導計画
学習活動 目指す生徒の姿
1.明治時代に起きた自由 明治時代の初め は国会
民権運動について国会開 が存在しなかったこと
設を求めた運動であるこ を知る。
とを知る。
どうして自由開雀運動が全国的な広がりをみ
せたのだろう?
2.①自由民権運動と政府 ① 「民撰議院設立建白
の動きをまとめる。 書」について求めた内容
②「民撰議院設立建白書j を資料から読み取るこ
の内容がどのようにして とができる。
世間に広まったのか考察 ② 政府の対応から自由
する。 民権運動において盛ん
③国会開設の請願書に対 であった活動を推測す
する署名の全国分布をみ ることができる。
る。 ③国会開設を求める動
き が全 国に 広 がってい
たことを読み取ること
ができる。
3.①政府に対する人々の 人々の不満 は徴兵令や
不満 を資料から読み取 地租改正， 関税自主権が
る。 日本にないことであり，
|地域素柵司 解決のためには地方の
②地方議会があるにも関 力だけでは限界があり，
わらず人々が国会の設立 国の仕組みを変えなけ
を求めた理 由を考察す ればならないことを考
る。 察できる。
4.①新政党についてまと 憲法の草案から人々が
める。 理想とする国民の姿 (権
②五日市憲法草案と日本 利) について資料から読
国国憲案から人々の願い み取ることができる。
を読み取る。
前時までの学習で， 生徒は明治政府が実施した
諸改革 (廃藩置県， 版籍者室， 学制， 徴兵令， 地租
改正)について学習している。 本時では国会開設ま
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での動きを時間軸に沿って政府と自由民権家の 2
つの動きに注目してみていくなかで， 具体的事象
として山形県内における自由民権運動を扱った。
山形県内の自由民権運動を授業で扱った意図は以
下の2点である。
1 点目は， 身近な地域で行われた自由民権運動
を取り上げることで生徒にリアリティを感じさせ，
自由民権運動に参加した人々の努力に気付かせる
ためである。 自由民権運動について東京などの大
都市で盛んであったと思われがちであるが， 山形
県においても自由民権運動は盛んに行われている。
山形県では 187 9年から自由民権運動が始まり、演
説会の参加者が200人を越えることや新聞紙条例
に違反したとみられる新聞社もあった。 また， 国
会開設の請願建白書について板垣退助らが提出し
た民撰議院設立建白書が有名であるが， 山形県の
民権家からも 6つ提出されている。 このような山
形県における自由同雀運動の活動を取り上げるこ
とによって国会開設を求める人々の努力や自由民
権運動の全国的な広がりを生徒たちが理解するこ
とができると考えた。
2 点目は， なぜ自由民権運動が全国的な運動へ
と発展していったのかについて生徒に追究させる
ためである。 自由民権運動の目的を簡潔にいえば，
国民の意見を政治に反映させることができるよう
に国会を設立することである。 「国民の意見を政治
に反映できる場がない。 だから， 議論の場として
国会の設立を求める自由民権運動が展開されたJ
という思考の流れは論理的である。 しかし， 実際
には国会設立以前に県議会や府議会が成立してい
る。 議論することができる場があるにもかかわら
ず， なぜ人々は国会開設を求めたかを追究するこ
とによって， 生徒の思考に揺さぶりをかけ， 明治
期の人々が抱いていた社会に対する不満や必要と
した権 利に気付くことができると考えた。
表1ー③， 実際の授業の様子
T1 : (教科書の資料に注目させ)このように自由民権
運動は全国的に広がりを見せました。 実は， この山
形県でも自由開餐運動は盛んであり，様々なことが
行われました。 プリントを見てください。 山形県で
はどのような活動が行われましたか。
3 1 :演説会や言指命会。
32 :200人も参加してる。 結構多い。
S3:政治団体も27できてる。
T2:1875 年に政府は新聞紙条例を出したといいまし
たが， 山形県内のある新聞もこれにひっかかり， あ
る期間発行することができなくなりました。 ここで
少し戻りますが， A君， 自由同雀運動とは何を目的
とした運動でしたか。
S4:自由同雀運動は・・・国民の意見を政府や国の政
治に取り入れるために国会をつくろうとしづ運動で
す。
T3:はい， ありがとうございます。 このころの政治は
誰が中心になって行っていたんだっけ。
S5:政府， 明治政府。
S6:薩摩や長川|の出身者が政治の中心だったO
T4:このころの政治は薩摩や長州など，倒幕に関わっ
た人たちが政府の中心にいて政治を行って， それ以
外の人々の意見や考えを反映することは難しい状況
でした。 そのため， 国民の意見を反映， 議論できる
場として国会の開設を求めたのが自由同雀運動でし
た。 ここで少し考えてもらいたいんだけど， 実は国
会が開設される前にすでに県議会や府議会ができて
いました。 県議会や府議会があるということは， 議
論する場はある?ない?
S7:ある。
T5:ということは，国民が意見を出す場があったこと
になります。 では， なぜ地方議会があるにもかかわ
らず， 国民は国会開設を求めたのでしょう。 当時の
人々の不満から考え， プリントに自分の考えを書い
てください。
(5分ほど時聞をとる )
T6:書けた人は手を挙げて発表してください。
S8:・・.
(沈黙)
T7:この時代の人々ってどんなことに不満 をもって
いたんだっけ。
S9:徴兵令とか地租改正。
T8:そのような不満 点って県議会や府議会で解決で
きる?
S10:できない。
T9:県議会や府議会とし、った小さい議会では、国民の
不満を解決できないので， 国会を求める自由開雀運
動は全国に広まっていきました。
(下線は筆者 )
②結果
自由悶雀運動の具体的な事例 として山形県での
動きを提示したことにより， 生 徒は自由民権運動
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が身近な地域でも活発に行われていたことを認識
することができていた。 このことは， 板垣退助や
大隈重信といった有名な悶雀家 の動きと関連する
出来事として山形県の自由民権運動を認識したと
いうことであり， 生 徒は自由開雀運動が山形県ま
でのひろがりをみせていたことに気付くことがで
きたと考えられる。
一方で， 国会開設を求めた理由を追究するため
に「なぜ地方議会があるにもかかわらず， 国民は
国会開設を求めたのかJという間いを提示したが，
理由を書くことができない生 徒の姿が多く見られ，
上記のように教師が誘導することとなった。 しか
し， T7 とS9 の教師と生 徒の対話に注目してみる
と， 生 徒たちは国民が抱く不満について具体的に
認識している。 また， それらの不満 が一地方の議
会での議論では解決不可能なことについても，S10 
において「できなしリと発言が返ってきたことか
ら認識できていたことが考えられる。
(2)中判交 3年生「中世の日本~古代から中世への
移り変わりを平泉から見る'"'-'J の授業実践
①授業の概要
山形市内のA中学校第 3学年において， 平安時
代末期に東北地方に存在した平泉藤原氏の荘園支
配や交易を取り上げることにより， 古代から中世
への時代の転換の様子をとらえることができるの
ではなし泊吃考え，I中世の日本~古代から中世へ
の移り変わりを平泉から見る'"'-'Jを実践した(計2
時間 )。 以下は実践した授業の概要である(表 2
①， ② )。
表2ー①. 単元目標
1 . 舟j十|藤原氏に対して興味を持ち， 奥州藤原氏に
ついての学習を通して日本の古代から中世への社会
の変化を明らかにするために意欲的に取り組むこと
ができる。 (社会的事象への関心・意欲・態度 )
2. 古代から中世へ社会の変化について「都市構造J，
「荘園J， í交易ルー ト」の点から考察することがで
きる。 (社会的な思考・判断・表現)
3. 資料から古代から中世の変化について読み取り，
説明することができる。
(資料活用の技能 )
4. 武士にとって土地が勢 力を伸ばしていく上で重
要で、あったことを理解することができる。
(ネ士会的事象についての知識・瑚平 )
表2ー②. 指導計画
時 学習活動 目指す生徒の姿
1 .  I平泉J の世界遺 平泉藤原氏が古代か
産登録 (勧告 ) につい ら中世にかけて東北
て知る。 地方に栄えた武士団
で あ っ た こ と を 知
る。
2. ①東北地方におけ ①地方において武士
る武士の動きを年表 団の動きがさかんで
1 にまとめる。 あることを知る。
時 ②『後三年合戦絵詞』 ②絵巻 物から武士の
間 から武士の姿を読み 姿や社会の様子を読
目 取る。 み 取 る こ と が で き
る。
3. 豪族と武士の館の 戦の激化により， 集
造りを比較し，集落が 落や館の構造の変化
どのように変化した したことを読み取る
か考察する。 ことができる。
4. �中尊寺建立供養 諸資料から浄土信仰
願文』から中尊寺建立 がどのような信仰で
の目的について知り、 あったか読み取るこ
浄土信仰の全国的な とができる。
広がりを知る。
1. 平泉藤原氏の財政 平泉藤原氏の財政基
基盤を推測する。 盤について推測する
ことができる。
2. 平泉藤原氏の荘園 荘園支配に関する諸
支配や特産 物から武 資料を考察し， 荘園
2 士の財政基盤につい における武士の役割
時 て考察する。 を理解することがで
間 きる。
目 3. 平泉藤原氏が行つ ①平安時代末期にお
た大陸や国内におけ ける日本と東アジア
る交易を考察する。 の密接なかかわりに
気 付 く こ と が で き
る。
②交易ノレートの発達
を理解することがで
きる。
4. 振り返りを学習プ プリントに振り返り
リン トに記入する。 を書ける。
平泉藤原氏は平安時代末期に東北地方に存在し
た武士団であり， 初代清衡， 二代基衡， 三代秀衡
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の三代， 約百年間続いた。 平泉藤原氏は， 源頼朝
によって滅ぼされることとなるが， 根拠地とした
平泉は源義経の最期の地であるとともに 2011年，
東北地方において初めて 文化遺産登録されたこと
もあって近年知名度は高くなりつつある。 この平
泉藤原氏を用いて授業を実施した理由は， 古代か
ら中世にかけての社会の様子や変化について平泉
藤原氏を通してみることができるからである。
荘園公領制や都市構造の変化， 交易ルー トの発
達， 大陸とのつながりなど， 古代から中世にかけ
て変化していった土地支配や生活 文化について見
ていくことが可能であり， 具体的な事象を通して
時代と時代の変化について生徒に捉えさせるため
に取り上げることとした。
�結果
実践について振り返ると， 導入時においては生
徒たちの多くは， 世界遺産登録に関する報道を通
して平泉藤原氏が東北地方で勢力をふるっていた
ことを認識しており，関心を示していた。しかし，
授業が進む につれ， 生徒の思考が停滞する場面が
多くなり，I現在の山形市に位置していた荘園にお
いてアザラシの皮が年貢として出されていたJな
どの個別事象に対して関心を示す場面も見られた
が， その後， 再び思考が停滞する姿が見られた。
また， 表 2 ③の学習後の振り返りにあるように
100はわかったが、ムムについてはよくわから
なしリと記入する生徒の姿も見られた。
表2ー③. 学習後の生徒の振り返り
-世界遺産に平泉の何が登録されようとしている
かがわかったo
・アザラシの皮が山形で年貢として出されている
ことを知り驚いた。 しかし， 理 由まではわからな
主2主L
-古代から中世へのつながりとしづ点でみたこと
がなかったので納得いった部分とそうでない部分
主主ゑL
. (平泉は)人の手により保護されて， 今の時代ま
で続き， 世界遺産になったのだなと感じた。
-古代から中世へのつながり等， 歴史的なつなが
りの学習だと， どうしてもその国の中心となる都
市を主として考えてしまうが， 地方の都市が果た
す何らかの儲リによってその国の時代と時代をつ
ないでいるのかもしれないと感じた。
3 先行研究・先行実践の検討
( 1) 身近な地域の学習
(下線は筆者)
地域素材を用いての学習と関連する学習とし
て身近な地域の学習がある。 平成 20年 3月の新学
習指導要領では身近な地域の学習に関して内容の
( 1) 1.歴史のとらえ方Jのイに以下のような記載が
ある。
「身近な地域の歴史を調べる活動を通して， 地域
への関心を高め， 地域の具体的な事柄とのかかわ
りの中で我が国の歴史を理解させるとともに， 受
け継がれてきた伝統や 文化への関心を高め， 歴史
の学び方を身に付けさせる。 」
時間の配当は明示されていないが，内容(2) I古
代までの日本J 以下の学習とかかわらせて計画的
に実施していくように求められている。 身近な地
域の具体的な歴史を取り上げることについて『中
学校学習指導要領解説社会編j] (以下，�.解説j]) で
は，I具体性や実感をもたせながら我が国の歴史の
動きを理解させることを意味しているjと述べて
いるが， 地域の歴史を調べることが日本の歴史の
大きな流れをとらえていくことに繋がっていると
は限らない。 身近な地域の歴史を調べる活動は，
地域ごとの特異的なことを調べるというよりも地
域の歴史を具体的な事例 として内容(2)以下を理
解させることを表しており， 地域の特性に応じた
歴史的事象を取り上げていくことが必要である。
「身近な地域」の範囲について， I身近な地域j
という表現は歴史的分野に限らず， 地理的分野で
も用いられている。 地理的分野では，内容(2)エに
「身近な地域の調査」があり， この際の「身近な
地域」とは小学校生活科における「地域」と同義
である「生徒が生活舞台にしている地域jとし1う
観察や調査のできる直接経験地域を示している。
一方， 歴史的分野における「身近な地域」の範囲
について『解説』では「生徒の居住地域や学校の
所 在地域を中心に，生徒による調べ活動が可能な，
生徒にとって身近に感じることができる範囲J と
直接経験可能な地域を包含しており， より広域な
地域を指している。
しかし， 歴史的事象について生徒が「身近に感
じるjとし寸範囲は相対化できるもので、はない。
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「身近に感じる」という心理的側面での歴史意識
は、「生活経験や学習経験を含めて種々な社会的・
教育的刺激の影響を受けるものJ (藤木， 1985)と
いえるためである。 仮に「身近な地域」の範囲の
上限を定めるとすれば， 中学校の身近な地域の歴
史の学習の成果の上に立つ， 地域社会の歴史と 文
化の学習 (高等学校日本史B) における地域の範
囲がこれにあたる。 この場合の地域の範囲は， 学
習内容との関係上，I都道府県の範囲を越えた歴史
的・地理的条件によって一つにまとまっている地
域jを指しており， 中学校の歴史的分野における
地域の範囲は学習内容に応じて図 1のような広が
りをもっ範囲であるといえる。
歴史的・地理的条件によって一つにまと
まっている士也域 (日本史B)
中学校歴史的分野における
「身近な地域J
直接経験可能な地j戚
(生活科・中学校地理)
図1. r身近な地域」の範囲
(2)地域教材の定義と分類
地i或教材について) 11崎( 1993)はその定義を「子
どもたちに認識の高まりを期して直面させるべく
準備 された材料であり， それらを授業の目標に即
してねりあげた樹受・学習の内容Jと述べている。
外池(2005) によれば， 地域教材は生徒が学ぶ
題材，学習材の観点から①資料的学習材( 文献資料
や地図資料， 現物資料等)，②臨場的学習材(↑事陶
館や美術館等の資料的施設や伝統芸能)，③人的学
習材(戦争体験者や就業者， 異 文化理解関係)の大
きく 3つに類型化できると指摘している。
( 3)地域素材を用いた先行実践について
佐々木(1993)は， 学習における地域素材の提示
の仕方について， ①生徒の課題意識を高めるため
に導入段階で提示する， ②基礎的事項を補強する
ために知る段階で提示する， Q:生徒のイメー ジを
高めるために終末段階で提示する， を一般的な提
示の仕方であると述べている。 これらの地域素材
の提示の仕方について「一般史を補強し， イメー
ジを高める手だてとしての活用であり， この取り
組みはあくまでも補助資料 (補強資料) としてし
か地域の資料を扱わず， 地域の資料の良さを充分
に活用していなしリとし， 地域の資料を授業の中
心に使った「天保の改革 」の実践を行っている。
佐々木は， 自身の実践を振り返り以下の 3 点を成
果として挙げている。
①イメージ豊かな授業を構成でき， 生徒の課題意
識を容易に高めることができる。
②レベルの高い学習に生徒を引き上げることが可
能になり， 中心概念に迫りやすい。
③主体的に考える態度を養うことができる。
また，川崎は小学校 6年生における江戸時代の
「農民一撲」の学習の中で， 享和元年(1801) 天童
市を中心として起こった「村山一撲jを取り上げ
た実践を行っている。} 11崎は子どもたちがリアリ
ティを感じられるよう， 論 文等から「村山百姓一
撲ものがたりjを作成し授業に用いている。 読む
活動を通してー撲のイメ}ジ化を図るとともに，
村山一撲の原因・経過・結果を確かめる活動を行
うことによって， 江戸時代の社会や人々の生活の
様子について追究しているo } 11崎は， 地域素材の
活用として全面的に地域資料のみで展開する授業
と授業の一部に資料などの形で地域素材をとりい
れる授業を実践しているが， 地域教材や地域資料
の優れた点について以下の 6点を挙げている。
①子どもの興味・関心・意欲を引き出すのに有効
である。
②直接体験でき、追体験にあたってもより具体性
を帯びる。
③観念的で、ない事実に即して思考をうながす態度
を培う。
④子どもたちの共感をよびおこし、豊かな感性を
培う。
⑤子どもの思考のよりどころと原点をつくる。
⑥子どもの主権者意識を育てる。
一方， 田山(2012)は， 教科書樹才と地域樹寸に
ついて表 3のように整理したうえで， 地域耕オを
扱うことにより， 活動に振り回され時聞がかかり
過ぎたり脇道にそれたりして本時のねらいから外
れる恐れがあることを指摘している。 田山は， 教
科書耕寸で概念化した杜会事象を地域の耕オにあ
てはめるなど， 地域耕オと教科書棚-を行き来す
る学習を行うことでそれぞれの欠点を補い，長所
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を活かすことができると提案している。
表3. 教科書教材と地域教材の違い(田山， 2012) 
観点 教科書樹オ 地域耕オ
ねらい 迫りやすい ずれる可能性
具体'性 具体例 より具体例
孝財研究 研究済み 各教師が研究
資料等 検討・吟味 各教師が準備
学習展開 指導書参照 各教師が工夫
共通資料 教科書(全員) 教師が作成
復習 しやすい 個人差がでる
(4)社会科における学習課程
岩田(2001)は社会科の学習課程について以下の
図のように示し， 概念探究過程と価値分析過程の
組み合わされた単元が社会科における単元の基本
型であり， 概念探究課程での「知るJ íわかるJ )
価値分析課程における「考えるJ という思考過程
を以下のように区別している。
明確な知識目標 (説明的知識、概念的知識)
↓ 
目標とする説明的知識、概念的知識を習得するの
に必要な問題
(基礎・基本を踏まえて教師が設定する)
仮説→検証→説明的知識、概念的知識をより深め
ていく新しい聞い
図2. 社会科における学習過程(岩田， 2001) 
表4. r知るJ rわかるJ r考えるJ (岩田， 2011) 
①概念探究過程
「知るJ 社会事象の存在を認識することである。
「わかるJ
社会事象聞の関係を認識することである。
②価値分析過程
「考えるJ 社会的論争問題に一定の価値判断をす
ることである。
岩田は， これまでの社会科について社会の現 状
認識およびその歴史が理解できた段階 (概念探究
過程) でとどまることが多いことを指摘し， 子ど
もが社会に出たときに必要なことは合理的判断を
する能力であり、その能力を育てる価値分析過程
まで行うべきであると述べている。
4 考察
(1) 筆者の実践について
「国会開設の歩みJ では， 知る段階および終末
段階で，1"古代から中世への移り変わり」では全体
を通して地域素材を扱った授業を展開したことと
なる。「国会開設の歩みjでは， 地域素材を用いた
ことによってイメージを高め， 本時のねらいに近
づけることができたと考えられる。 一方，1"中世の
日本~古代から中世への移り変わりを平泉から見
る�J では， 授業の目標と 学習活動との聞にずれ
が生じてしまっている。 これは， 平泉藤原氏を通
して政治や 文化などを見るとさまざまな時代の変
化を見ることができると考えた筆者が， それら全
てを生かそうとした結果，学習のねらいからずれ，
「平泉藤原氏J という個別事象を伝えることが目
的化してしまったことが原因であるといえる。
「国会開設の歩みJ の授業において「なぜ地方
議会があるにもかかわらず， 国民は国会開設を求
めたのか」という間いに生徒が答えられなかった
としサ場面が見られたが， この要因について次の
2点が考えられる。1点目がこの発問に対する回答
の難しさ， 2 点目は発聞に対する答えの信憲性，
である。「なぜ�Jとしサ発閤は， 学習者に対して
社会事象聞の関連を説明することを求め， 記述す
る活動である。 しかし， 今回の「なぜ地方議会が
あるにもかかわらず， 国民は国会開設を求めたの
か」という発聞は， 生徒に対して社会的事象に対
する解釈を求めている。 筆者の発問は，1"これらの
資料からあなたはどのようなことが解釈できます
か」という発問と同義であり， 発問と回答内容の
聞にズレが生じている。 このようなズレがある発
問は、通常の教科書樹オを扱った授業で、あれば，
答えられる生徒もいるだろう。 しかし，今回の実
践では一地方の個別事象と社会事象を関連させた
ものである。S 9やS10のように認識していたのに
もかかわらず答えられなかったのは， 生徒が一地
方の個別事象から果たして答えが導き出すことが
できるのかと考えたり， 導き出した解答が正しい
と断定できなかったりしたためと考えられる。「地
域の歴史を調べることが日本の歴史の大きな流れ
をとらえていくことに繋がっているとは限らな
しリと上記で述べたが， 生徒はまさにこのような
思考で、あったので、はなし1かと考えられる。 これら
のことから「地方議会があるにもかかわらず， ど
うして人々は国会開設を求めようとしたのかJ と
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いう解釈を求める発聞に変えることで生徒たちが
人々の思いに注目し，既有知識をもとに答えるこ
とができるのではなし1かと考えられる。
(2)授業の構想
授業実践の考察から地域素材を扱うことによ
って， 社会事象に対する生徒のイメー ジを高める
手だてとなるとともに， 当時生きた人々の動きが
感じられるという効果があった。 この効果から筆
者は，r地域素材は，人が関わる社会的事象や社会
に対する生徒のイメージを高め， 価値分析するこ
とが容易になる」という仮説が成り立つので、はな
いかと考え， 授業実践の考察で得られた知見を踏
まえ， 新たに単元を構想した。 表 5一①， ②がそ
の概要である。
表5-①. 単元名園 単元目標
<単元名>
「クローズアップ近代
~果たして明治は『明るし、』時代になったのか�J
<単元目標>
( 1)身近な地域における明治維新にまつわる出来
事ついて関心をもち， 進んで、調べようとする。
(社会的事象への関心・意欲・態度 )
(2) 明治期における社会構造を江戸期との比較を
通して多角的に考察し、時代の特色や事象聞の関
連を説明することができる。
(社会的な思考・判断・表現)
( 3)明治時代について江戸時代までと比較して世
の中が良くなったか，評価をつけることができる。
(資料活用の技能 )
(4)明治期の日本において諸改革 により近代国家
建設が進んだともに人々の生活が大きく変化した
ことを説明できる。
(社会的事象についての知識・理解 )
表5-②.学習計画(7時間)
時 学習活動 地域素材
1 1 . 単元をつらぬく課題を知る。
時 ( 1クロー ズアップ近代~果た
間 して明治は『明るい』時代にな
目 ったのか�J)
1 2.五箇条の御誓文から明治政府 -地図
時 の方針を知る。 ( 廃 藩置
間 3.廃藩置県， 版籍奉還から明治 県)
目 政府の目指した国家 を考える。 -写真
( 二島通庸)
2 1.学制制定時において就学率が - 出身 小学
時 低い理由を資料から考える。 校の創立年
間 2. 資料から徴兵令の内容を知
目 る。 -地券
3 .納税方法の変化の意図を資料 (現物資料)
から考える。
3 1.殖産興業について知る。 -写真
時 2.文明開化による社会の変化に ( 文朔館)
間 ついて江戸期と明治期の街並み -硬貨
目 (絵画資料)などから読み取る。 (現物資料)
4 1.征韓論について知る。
レ/
時 2.政府と士族の視点から西南戦
間 争が起きてしまった要因を考え
目 る。
1. 自由民権運動について知る。 -山形県に
5 2.地方議会が既に存在したにも おける演説
時 かかわらず自由民権運動が全国 会数等
間 的に広がった理由を国民の不満 ( 文献資料)
目 から考える。 -山形県議
3.政党についてまとめる。 会の開始年
6 1.大日本帝国憲法制定までの流
ン
時 れを知る。
間 2.大日本 帝国憲法の内容を読み
目 取る。
1.課題を確認する。
7 2 .これまでの学習を振り返り明
時 治時代が江戸時代と比較して明
間 るくなったか評価をつける。
目 3. 友達と発表し合う。
4. 振り返りを記入する。
本単元では， 明治期と江戸期の社会構造を比較
し， r明治」という言葉の通り「明るく治まった」
のか， それとも逆に「治まるめし、(明)J となった
かを評価する。 単元を通し， 地域素材と教科書教
材を行き来する場面を多く設定している。 知識の
定着を図るとともに個々の社会的事象に対するイ
メー ジを高め， 新たな視点に気づくようにするた
めである。 例 として， 廃藩置県の学習において江
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戸期と明治期の山形の地図を取り上げてその変化
を読み取らせることや， 小学校の創立年を取り上
げることで明治期に多くの学校が創立されたこと
をとらえられるようにすることが挙げられる。
5 到達点と課題
本研究では， 授業実践の考察から地域素材を提
示することによって社会事象に対する生徒の関心
を高め， イメージを高めることができることが明
らかになった。 また， 考察から得られた知見をも
とに仮説を立て， 授業を構想した。
今後の課題として構想した授業を実践し， 仮説
を検証するとともに， 教師の発問の仕方による生
徒の反応に注目した授業づくりを行っていく。
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